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平成二十六年二月七日 

野田工業㈱研究会の活動で、安全衛生協力会の

幹事と共に川崎大師に安全祈願して参りました。 
 

昨年は、残念な事に１件の労働災害が起きてしま

いました。今年は労働災害を絶対に起こさないと 

言う信念と共に安全祈願をさせて頂きました。 

 



平成26年2月1日　　　　　　③　おんこちしん 第54号

平成26年2月1日　　　　　　②　おんこちしん 第54号

川 崎 大 師（平間寺・へいけいじ） 

今から８８０余年前の大治３年（１１２８）に平間兼乗という武士と高野山の尊賢上人が

力を合わせて建立されたものが、現在の川崎大師平間寺です。真言宗智山派のお寺

で、成田山新勝寺､高尾山薬王院とともに智山派｢関東三山を形成しています。ご本尊

は兼乗が夢告により大師の沖の海中より発見した｢弘法大師｣像です。このお像は、弘

法大師（空海）が唐（中国）に在りしころ、皆が幸せになるようにと願いを込めて彫られた

ものと云われています。 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地殻の断層によってできた高さ30ｍの壮麗な滝は新　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、雪景色と四季にその美しさを装います。
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     ことわざ・格言にならう安全衛生訓 
 

●悪事小なりとて為すなかれ●      
 

【善いことは些細な事でも励行】 
「悪事小なりとて為すなかれ」とは、どんなに小さな事でも悪いことはしてはなら

ない。この程度のことならいいだろうと考えがちですが、どんな小さな事でも悪い

ことはしない方がよい、という戒めの言葉です。 

小さな悪事も積み重なっていくと、やがては「悪事身にかえる」で、自分の犯した

悪事は、結局は自分に戻ってきて、自分が苦しむ結果となるものです。上司や

同僚などが見ていないから、「これくらいなら」と、つい安全のルール違反や作業

手順の省略などをしたために事故や災害を招いて、自分自身の被災だけでは

済まず、事業所や同僚にも大変な迷惑をかけてしまったという例が跡を絶ちま

せん。職場の仕事は、人や物や機械など、さまざまな条件が、人の正しい考え

や行為を基本にして成り立っています。したがって、ルール違反や手抜きなどの

悪事は許されないのです。悪事はどんな小さな事でもしてはなりませんが、善い

ことはどんな小さな事でも実行したいものです。 
 

●浅い川も深く渡れ● 
 
【どんな作業でも油断大敵、用心深く】 
「浅い川も深く渡れ」とは、川が浅いからといって、油断してはいけない。浅い川

でも深い川と同じように用心深く渡りなさいと、油断を戒める言葉です。「油断大

敵」「石橋を叩いて渡る」「転ばぬ先の杖」など、昔から油断を戒める言葉はたく

さんあります。 

実際、川や海などの水深は、光の屈折によって本当の深さよりも浅く見えること

があり、そのために子供たちが溺れる事例が跡を絶ちません。 

職場の労働災害も、「こんなところから墜落するはずはないので安全帯は使わ

なくても・・・」とか、「こんなところで酸欠のはずは・・・」など、危険性に対する認

識の甘さや油断で発生することが少なくありません。 

「用心は深くして川は浅く渡れ」ともいいます。十分用心して対策を立て、その上

で最も安全なところを渡りなさい、という意味です。 

どんな作業でも油断大敵、用心に越したことはありません。 
 
 
これから、ことわざ集を少しずつ載せていきたいと思っています(*^。^*) 
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              関東で45年ぶりの大雪 なぜこんなに降ったのか？ 
 
8日の関東地方は、東京都心で45年ぶりに積雪が25cmに、熊谷では60年ぶりに40cmに達するな

ど、近年にない大雪となりましたね。なぜ、これだけ降ったのか。。。理由をひとことで言うと「すべ

ての条件がそろったから」みたいです。 

 バランスのとれた低気圧 
 

■低気圧のコース 

低気圧が、関東の南海上を離れて通ると、陸地に雪雲が届きません。一方、陸地に近すぎると暖

気が入り、雨となります。今回はそのどちらでもなく、昔から「雪が降りやすい」と言われる伊豆諸

島南部コースでした。 

■低気圧の発達 

気圧が12時間で8ヘクトパスカル以上、下がるような発達をすると、内陸など北から寒気を引きずり

込みやすくなります。今回はそれくらいの発達になったみたいです。  

■気温 

数日前に来た強い寒波の影響で、上空も地表付近も低温となっていました。  

4日(火)に降った雪によって、地上付近がいっそう冷えていた効果もあるのでは、と思います。  

■降り出すタイミング 

今回の降り出しは、気温の低い未明や明け方。早くから積もったため、気温の上昇が抑えられ、効

率よく積もる要因となりました。  

8日は、これらの条件が、すべてそろったわけです。  

ただし、千葉県の外房や茨城県南部の沿岸では、雨で経過した所も。  

あと20～30kmほど、上空の暖気が北へ広がったり、海からの少し気温が高い風が内陸まで届い

ていれば、東京都心あたりもずっと雨だった…関東の雪はそれくらい微妙な状況の中で降っていま

す。  
 

今回のようにバランスのとれた低気圧は、  

また数十年以上先に現れるのか、 

それとも、意外と早く現れるのでしょうか。  
 

    
                   

                                                                                    

                        職長会のお知らせ                                                                      
 
 

          ★日時    平成26年3月20日 
 

              

            ★時間    18時00分～ 

                     （30分前から会場に入れますので早めにお越し下さい。）                      

                               

          ★会場    ルノアール八重洲北口 

 
 


